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標準宇宙モデル (ΛCDMモデル)は様々な観測をよく説明するが、S8テンションやH0テンションなど、その
綻びを示唆する結果も報告されており、標準宇宙モデルを超える物理の探究の必要性が増している。標準宇宙モ
デルではインフレーションで作られる揺らぎの原始パワースペクトルは定数のスペクトル指数を持つ波数の冪乗
で記述されるが、一般には原始パワースペクトルはより複雑な波数依存性を持ちうる。また、構造の成長度合い
を記述する成長指数 γは、標準宇宙モデル (一般相対論)では γ ≃ 0.55 となるが、修正重力理論などのモデルで
はこの値からずれることが知られている。特に、γ > 0.55の場合は後期宇宙における構造の成長が抑制され、S8

テンションが緩和される。
本講演では、原始パワースペクトルの波数の冪乗を超える波数依存性と成長指数 γに観測データから制限を与え

る試みについて述べる。我々は、すばる HSC 3年度の銀河弱重力レンズ効果の観測データとAtacama Cosmology
Telescope (ACT) DR6のCMB弱重力レンズ効果の観測データ、Planck衛星によるCMB観測データを同時に解
析した。初期宇宙、大スケールに感度を持つ CMBと後期宇宙、小スケールに感度を持つ銀河弱重力レンズ効果
の観測を組み合わせることで原始パワースペクトルと成長指数を効果的に制限することができた。原始パワース
ペクトルについては標準宇宙モデルを超える波数依存性はみられなかったが、成長指数については標準宇宙モデ
ルの値 (γ ≃ 0.55)より 2σ以上大きい値が得られた。


